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公 認

三宅さゆみ プロフィール

平成2年11月10日

平成28年

令和4年～
令和5年
令和7年

訪問看護ステーションに理学療法士として勤務
社会福祉法人に機能訓練士として勤務
国立大学法人 岡山大学大学院社会文化
科学研究科に非常勤研究員として勤務
国立大学法人 岡山大学大学院社会文化
科学研究科修了

［生年月日］
［ 略 歴 ］

●倉敷市児島に最も近い島、瀬戸内海・塩飽諸島出身。
●2013年から倉敷市内の医療・介護・福祉の現場で勤務。
現在は倉敷市内の理学療法士養成校で講師として勤務し、
岡山大学大学院客員研究員として研究活動も継続。
●労働者協同組合sou代表理事。 ●35歳、一児の母。

博士・理学療法士

手
取
り
を
増
や
す！

も
っ
と！

― 人への 投 資 で 、誰もが 挑 戦し続 けられる社 会 へ ―

国民民主党の掲げる「手取りを増やす経済」「人づくりこそ国づくり」を実現するため、
現場の声を政策につなぎ、私は「未来へ架ける橋」として、次の５つのテーマを提案していきます。 

3 産み、育て、働き続けられる
環境づくり

▶積極的な子育て支援で、地域の元気を作ります！！
● 育休・産休に関わる給付を拡充し、加入保険や働き方の
  違いによって生じている支援の格差を是正
● 保育園・学童保育の量と質の確保を進め、待機児童や
  保育の質の課題を解消
● ひとり親家庭や、特別な支援を必要とする子どもへの支援体制を強化
● 障害児福祉について、所得制限の見直し・撤廃

4 地域で生き、人生を全う
できる社会へ

▶「住み慣れた地域で、最期まで暮らせる社会」を守ります！！
●一次産業の担い手確保と所得向上に向け、制度の見直しと支援の拡充
●離島・中山間地域・過疎地域において、事業承継、移住・定住支援を
   進めるとともに、教育・医療・介護・福祉の地域間格差を是正
●本人と家族が望む最期を支えられるよう、終末期医療・介護の充実
  （人生会議の普及・制度化等）
●国土の安全保障と地域の暮らしを守る観点から、土地利用の実態把握と適切なルールを作る

5 信頼される政治で未来を
託せる社会へ

▶抜本的な社会制度改革を進めるために、
　 信頼される政治の「土台」を作ります！！
● 政治資金の徹底した透明化
● 政治資金収支報告書の見える化・デジタル化を推進
● 政治資金規正法違反などに対する厳正な対応と再発防止

2 学びと挑戦を
あきらめない社会

▶知への投資により、次の産業と地域の
　 未来を生み出します！！
● 奨学金制度について、
  給付型の拡充や返済減免制度の拡大
● 大学研究費・科学研究費（科研費）を拡充し、基礎研究から
  応用研究まで、研究分野への投資を拡大

1

▶「社会を支える働き手が
　 疲弊しない社会」こそ、
　 持続可能な社会保障の
　 基盤です！！
● 税・社会保険料の見直しにより、
  現役世代の手取りを増やす
  経済政策を実行
● 働く若者への所得税減税を実現
● ケアワーカー（医療・介護・福祉・
  保育に従事する方々）の賃上げと
  処遇改善
● 専門性や経験が正しく評価される
  仕組みを整え、キャリア形成と
  人材定着を支援
● 人員配置基準の見直しやICT活用
  により、現場の過重負担を軽減

現役世代の
手取りを増やす

令 和 8 年
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 高市内閣は支持率こそ高いものの、一皮むけば、物価高、大軍拡など内政も外交も行き詰まりを深め、その
上「政治とカネ」・統一協会との癒着・・。こんな自民党政治を変える確かな力が日本共産党です。共同の力
で、希望のもてる新しい日本をご一緒につくりましょう。 

プロフィール  1964年生。玉野高校卒、神戸学院大学法
学部卒。岡山コープ職員、日本民主青年同盟岡山県副委
員長。現在、党県常任委員、倉敷地区委員長。衆院岡山
４区(‘96年,‘14年,‘24年)、参院岡山選挙区(‘98年
,‘10年)などに立候補。家族は母、妻、一男一女。

搾
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柚木みちよし
両親は看護師と介護士。大学時
代はアルバイトしながら学費・生
活費を捻出。５年間会社勤務後、
『政権交代のある政治』を目指
して、「お金・組織・七光り」なしで
地道な草の根活動。
初当選後、7期20年間で、国会
質問通算294回。岡山県No.1。
中学校3年生の娘、小学校6年
生の息子の子育て世代。弟は現
役の自衛官、妹は小学校教員。
祖母は早島小・元教員。

スポーツ全般（テニス、野球）
音楽（聴くのと、ギター演奏）

党
派
を

こ
え
て「
個
人
名
は
柚
木
」で

●消費税減税（食料品ゼロ、中小企業支援にインボイス廃止）、電気・ガス・水道代の負担軽減継続を
●所得税・社会保険料を軽減　●若者や低所得の方、子育て世帯への家賃補助・住居支援
●ワークライフバランス（仕事と家庭（育児や介護）の両立）支援で個人も企業も国も労働生産性・利益率・売上げアップ、出生率、GDPなど上昇へ！

生活者ファーストで消費税食料品ゼロ‼
円安ストップ！で効果ある「物価高対策」と「賃上げ実現」を！

●医療・介護・保育・福祉従事者の処遇改善と経営支援で誰もが安心して受けられるサービス確保を！
●介護利用料・高額療養費の負担増や薬の保険適用外しは介護・医療難民増加するので反対！
●仕事と家庭の両立支援で男女とも働き続けられる社会で労働人口も出生率も上昇へ！
●年金の底上げと在職老齢年金引上げで生涯現役支援を！

全世代が安心できる社会保障改革を！

●専守防衛力は強化、日米同盟を基軸としつつ国際法無視の武力行使には
　与しない国際ルールの再構築を進めます。

自衛力の強化とリスク軽減外交で武力衝突の回避を

●定数削減は裏金議員・居眠り議員こそ削減！ 政治資金非課税の世襲議員特権にメスを

裏金禁止法案の成立で本気の政治改革を！

中道改革連合の躍進➡少数与党に！
➡そして消費税減税の実現へ！！

ゆ
ず
れ
ない

  

改
革
！！

（薄い水色の投票用紙）

（薄い緑色の投票用紙）

（ピンク色の投票用紙）
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